
 

 

 

 

 

 

 

電動木偶弐の作り方 

    

 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

                                    



電動木偶弐 

木偶とは、辞書によると木彫りの人形、または人形とあります。ここでは木製のからくり人形と定義？

しています。電動木偶壱とは、その木製のからくり人形を電動化（モーター駆動）したものの弐号機と

いう意味です。電動木偶弐は、紙ロボット 8 号機「Paper Sweeper」を電動木偶化したものです。当時

「Paper Sweeper」の製作に至った動機を次のように書いていました。 

“巷ではロボットクリーナーなるものが流行中ということで私も参戦してみることにしました。発想の原

点は、ハインラインの SF「The Door into Summer」に出てくる Hired-Girl です。SF では、大きなゴミを

拾うハンドが付いた箱型のノンヒューマノイドタイプということでしたが、それでは味気ないので、ここでは

その名前の Hired-Girl から連想するカタチ（特に腰のくびれ？）にこだわって、ヒューマノイドタイプにし

てみました。” 

 動作としては、箒でゴミを掃き集めながら前進していくというもので、茶運紙人形と同様に車輪走行

タイプとなっています。メカ的には、クランクで箒を左右に振って掃く動作を行い、それに合わせて掃く

方向の時は箒を床まで下げ、戻す時は箒を持ち上げる上下動作を連動したカムで行っています。ま

た二度掃いて一歩？前進する動作を１サイクルと考え、箒の２往復する動作を ギヤを介してゼネバ

機構で４分割し、箒を２度目に戻す動作に合わせて間欠的に前進するように設定しています。箒を

振るためのクランク軸と車輪軸を直行させる必要からクラウンギヤを使い、このような各軸のレイアウト

としました。また箒で掃く動作に合わせて腕を振るように、右腕の肩関節部には回転軸を二つ設けて

偽装動作をスムーズに行えるようにしてあります。また電動木偶化するにあたり当時紙ロボットのゴム

動力では走行距離が短くて実現できなかった走行軌跡の制御を追加しました。車輪軸から 1/10 の

減速比で取り出したカム軸を設け操舵輪のそうだ角をコントロールしています。車輪軸 1 回転で 4 ス

テップ前進するので、カム軸 1 回転では合計 40 ステップ前進することになります。これを直進走行と

半円走行を交互に 2 セット行うようにし、基本的にはトラック状の走行軌跡を描くように設定していま

す。またここで左右の半円状の半径を変えることにより直線走行部が次第にずれるようにし、トラック

の幅で一定領域を清掃していくようにカム形状を設定しています。とは言え走行する床の状態により

方向転換が常に正確にできるとは言えずそれなりの領域を清掃するに止まっているのも事実ではあり

ます・・・。それを補正すべくカムを交換できるようにしてあります。 

さて最後に 各部は材料の MDF をあらかじめレーザーカットした部品を組み立てるものとなってい

ます。そのため MDF 表面にはレーザーカットの焼け等も生じていますが、それぞれの味としてご了解

いただき、動くメカの面白さなどを感じていただければ幸いです。 

 

製作に必要なもの 

 １）カッター 

 ２）定規 

３）紙やすり （３２０～４００番程度） 

 ４）接着剤  木工用接着剤（ここではアロンアルファ プロ用 NO．３を使っています） 

         木工用ボンド（紙の接着用） 



 ５）黒マジックインク等（タッチアップ用） 

 ６）ピンバイス（ドリル径 Φ２ｍｍ＆Φ３ｍｍ） 

 

製作にあたって 

１．MDF 部品について 

１）MDF をあらかじめレーザーカットした部品を組み立てるものとなっています。そのため MDF 表

面にはレーザーカットの焼け等も生じていますが、それぞれの味としてご了解ください。 

２）各部品はギヤを除いて部品を保持するため原板と繋げてあります。組立の際はその接続部

をカッターナイフ等で切り離してご利用ください。また接続部は突起等となっている場合がある

のでそれもカッターナイフ等で削り落としてください。接合面となる場合 組立寸法の狂いや接

着不良の原因となります。 

３）接続部分をカッターナイフで削り落とした部分については、黒のマジックインク等でタッチアッ

プ塗装をしておくと表側に出た場合も違和感なくきれいに見えます。 

４）本 MDF は標準のものを削って所定の厚さにしてあるため表裏があります。ここでは部品番号

を記してある側が表（多少明るい色）になっています。組み立てる際は表側が見えるように組

み立てられるように、部品は対称になるように作ってあります。 

 

２．回転軸について 

１）回転軸は、φ２ｍｍの丸棒を使用しています。丸棒は合わせる軸受部に対してガタがなくス

ムーズに回るように個別に紙やすりで仕上げてください。また丸棒を削る際は、丸棒を回転さ

せながら削ると均等に丸く削れると思います。 

２）丸棒の長さについては、指定寸法としてください。ただしフレームの組立状況などによって誤

差が生じている場合もありますので、取り付け部の状況に合わせて現合で端面を必要な長さ

に削って合わせてください。 
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０１ 凡例（組立作業の前に） 

 1 

 

１） 各部品は落下を防ぐため、レーザーカットの際一

部分を切り残して原板と繋げてあります。 

２） 原板と各パーツの接続部分をカッター等で切り離

してください。 

 2 

 

１） 各部品の切断面はレーザーで焼き切っているた

め、端面にその燃えカスが黒い粉として残っていま

す。 

２） 端面の黒い粉をあらかじめティッシュペーパーで

拭き取っておくとパーツや手の汚れを防ぐことがで

きます。 

 3 

 

１） 原板と部品の接続部が突起となって残っている場

合は、必ずカッター等で削り落としてください。接着

面などは突起があると各面が密着せずうまく接着

できない場合があります。 

 

 4 

 

１） 接続部をカッター等で削り落とした跡は、黒のマジ

ックインクなどで黒く塗っておくと、組立後目立たな

くなります。 

 5 

 



０２ 凡例（組立作業の前に） 

 1 

 

１） 各丸穴はΦ２ｍｍ、Φ３ｍｍのドリルを一度通して

（ドリル加工）おくことをお勧めします。特に幾つか

の部品を貼り合わせた場合通りが悪くなっている

場合があります。 

 2 

 

１） ワッシャーの表記について 

ｗ６３２の場合 

ｗ(ワッシャー)６（外形）３（穴径）２（厚さ） 

を現すこととします。 

 3 

 

１） 本体部品１（板厚２ｍｍ） 

 4 

 

１） 本体部品２（板厚２ｍｍ） 

 5 

 

１） 本体部品３＆ギヤ（板厚２ｍｍ） 

ｗ８３２ 

ｗ６３２ 

ｗ６３１ 

ｗ６２２ 

ｗ６２１ 



０３ 凡例（組立作業の前に） 

 1 

 

１） ワッシャー等（板厚１ｍｍ） 

 2 

 

１） 塵取り、箒（カラーケント紙） 

 3 

 

１） 丸棒 Φ１．５ｍｍ（竹ヒゴ） ２５０ｍｍ×２本 

    Φ２ｍｍ（ラミン） ２２５ｍｍ×３本 

    Φ３ｍｍ（ラミン） ２２５ｍｍ×２本 

 4 

 

１） 電気部品 スライドスイッチ 

       電池ボックス（単４：２本用） 

       ギヤモータは別途ご購入ください 

       ※ミニモータ低速ギヤボックス（タミヤ） 

 5 

 

１） ネジ等 Ｍ２ボルト ３本 

     Ｍ２木ネジ ３本 

     ハトメ ３個 

     ゴムチューブ ３０ｍｍ 

     紐ゴム ２５０ｍｍ 

     ＯリングΦ１５×Φ１１×２ｍｍ ２個 

     ＯリングΦ５×Φ２×１．５ｍｍ ２個 

 



０４ フレームの組立（１） 

 1 

 

１） フレームの部品０２、５１、２２、３８を切り出す。 

 2 

 

１） 部品 51 の端面切欠き部に接着剤を塗布しま

す。 

 3 

 

１） 部品 22 の凹部に部品 51 の凸部を差し込むよ

うに接着固定する。 

 4 

 

 

 5 

 

１）  

38 22 

02 51 



０５ フレームの組立（２） 

 1 

 

１） 部品０２の両端の切欠き部に接着剤を塗布しま

す。 

 2 

 

１） 部品２２と３８の凹部に部品０２両端の凸部を差

し込むように接着固定します。 

 3 

 

１） 部品２２と３８の矢視する凹部に部品０２両端の

凸部を差し込むように接着固定します。 

 4 

 

１） 部品２２と３８の矢視する凹部に部品０２両端の

凸部を差し込むように接着固定します。 

 5 

 

１） 部品２２と３８の矢視する凹部に部品０２両端の

凸部を差し込むように接着固定します。 



０６ フレームの組立（３） 

 1 

 

１） 組上がったフレームの各面を平坦なところにおい

て歪み等のないことを確認し、がたつき等がある

場合は修正する。 

 2 

 

 3 

 

 4 

 

 

 5  

 

 



０７ ギヤ部の組立（１） 

 1 

 

１） Φ３ｍｍの丸棒を通す穴に対してガタなくスム

ーズに回転するように紙やすりで仕上げ、長さ

が１４ｍｍになるようにカットします。 

 2 

 

１） 写真のように部品ｗ６３２を３個、ｗ６３１を１個、

ｇ２、ｇ４及び前項でカットした丸棒を用意しま

す。 

 3 

 

１） ｗ６３２の丸穴内部に接着剤を塗布済ます。 

 4 

 

１） この時反対面に接着剤がはみ出ていないことを

確認します。 

 5 

 

１） 上記の確認した面側から丸棒を差し込みます。 

ｗ６３２ 

ｇ４ ｇ２ 

Ｗ６３１ 
ｗ６３２ 



０８ ギヤ部の組立（２） 

 1 

 

１） ｗ６３２の側面と丸棒の端面が面一になるまで

差し込み接着固定します。 

 2 

 

１） 部品ｗ６３１の側面に拙宅材を塗布します。 

 3 

 

１） Φ３ｍｍの丸棒を治具として、ｗ６３１とｇ２の穴

を合わせるようにして接着します。 

 4 

 

１） 前項で貼り合わせたｗ６３１の側面に接着剤を

塗布し、Φ３ｍｍの丸棒の治具をｇ４の穴に差し

込みます。 

 5 

 

１） ｇ２とｇ４をｗ６３１を介して接着固定します。（２

つのギヤの間に１ｍｍのスペースを設けます。） 



０９ ギヤ部の組立（３） 

 1 

 

１） 写真のように、ｗ６３２を接着した回転軸を貼り

合わせたギヤのｇ２側から丸穴に差し込みま

す。 

 2 

 

１） 貼り合わせたギヤに差し込んだ回転軸のｇ４側

にｗ６３２を２個差し込みます。 

 3 

 

１） ｗ６３２から飛び出した回転軸及びｗ６３２の側

面に接着剤を塗布します。 

 4 

 

１） 接着材を塗布した回転軸をフレームの矢印で示

した穴にフレームの内側から差し込みます。 

 5 

 

１） 回転軸とフレームを接着固定します。この時ギ

ヤを指で回転させスムーズに回転することを確

認します。 



１０ ギヤ部の組立（４） 

 1 

 

１） Φ３ｍｍの丸棒を通す穴に対してガタなくスム

ーズに回転するように紙やすりで仕上げ、長さ

が５８ｍｍになるようにカットします。 

 2 

 

１） 部品６５、ｇ４を各１個、部品５６、ｇ３を各２個、

ｗ６３１を４個、ｗ６３２を７個用意します。 

 3 

 

１） ｗ６３２の側面に接着剤を塗布します。 

 4 

 

１） Φ３ｍｍの丸棒を治具として、ｗ６３２との穴を

合わせるようにして車輪５６を差し込みます。 

 5 

 

１） ｗ６３２と車輪５６の穴を合わせるようにして接

着固定します。 

５６ 

ｗ６３１ 

ｇ３ 
ｇ４ 

６５ 



１１ ギヤ部の組立（５） 

 1 

 

１） 同様の手順でもう一方の車輪を製作します。 

 2 

 

１） ｗ６３２の側面に接着剤を塗布します。 

 3 

 

１） Φ３ｍｍの丸棒を治具として、ｗ６３２との穴を合

わせるようにしてゼネバ６５を差し込みます。 

 4 

 

１） 同様の手順でゼネバ６５の両側面にｗ６３２を接

着固定します。 

 5 

 

１） ｗ６３２の側面に接着剤を塗布します。 



１２ ギヤ部の組立（６） 

 1 

 

１） ｗ６３２とｇ３の穴を合わせるようにして接着固定

します。 

 2 

 

１） ｗ６３１の側面に接着剤を塗布します。 

 3 

 

１） Φ３ｍｍの丸棒を治具として、ｗ６３１との穴を合

わせるようにしてｇ４を差し込み接着固定しま

す。 

 4 

 

１） 前項で貼り合わせたｗ６３１の側面に接着剤を

塗布します。 

 5 

 

１） 前項で貼り合わせたｗ６３１の側面に接着剤を

塗布し、Φ３ｍｍの丸棒の治具をｇ３の穴に差し

込み接着固定します。 



１３ ギヤ部の組立（７） 

 1 

 

１） それぞれ製作した部品車輪２個、減速ギヤ、駆

動ギヤ、ゼネバ及びｗ６３１を３個とｗ６３２を２

個で車輪軸構成します。 

 2 

 

１） 車輪軸は前項の部品の順で構成されていま

す。車輪軸のギヤｇ３は減速軸のギヤｇ２と噛

合い、減速軸のギヤｇ４は車輪軸のギヤｇ４と

噛合います。この時車輪軸は仮組の状態で接

着等は行いません。 

 3 

 

１） Φ３ｍｍの丸棒を通す穴に対してガタなくスム

ーズに回転するように紙やすりで仕上げ、長さ

が１０ｍｍになるようにカットします。 

 4 

 

１） ギヤｇ２、ｇ３、ｗ６３２を各１個、ｗ６３１を２個用

意します。 

 5 

 

１） ｗ６３２の側面に接着剤を塗布します。この時

反対面に接着剤がはみ出ていないことを確認し

ます。 

ｗ６３１ 

ｗ６３２ 

ｗ６３２ ｗ６３１ 

ｇ３ ｇ２ 



１４ ギヤ部の組立（８） 

 1 

 

１） ｗ６３２の側面と丸棒の端面が面一になるまで差

し込み接着固定します。 

 2 

 

１） ｗ６３１の側面に接着剤を塗布します。 

 3 

 

１） Φ３ｍｍの丸棒を治具として、ｗ６３１との穴を合

わせるようにしてｇ３を差し込み接着固定します。 

 4 

 

１） 前項で貼り合わせたｗ６３１の側面に接着剤を塗

布します。 

 5 

 

１） Φ３ｍｍの丸棒の治具をｇ２の穴に差し込み接

着固定します。 



１５ ギヤ部の組立（９） 

 1 

 

１） ｇ２とｇ３をｗ６３１を介して接着固定します。（２つ

のギヤの間に１ｍｍのスペースを設けます。） 

 2 

 

１） 写真のように、ｗ６３２を接着した回転軸を貼り合

わせたギヤのｇ３側から丸穴に差し込みます。 

 3 

 

１） 貼り合わせたギヤに差し込んだ回転軸のｇ２側に

ｗ６３１を差し込みます。 

 4 

 

１） 前項のギヤユニットの回転軸をフレーム内側から

矢視した穴に差し込み、写真のように回転軸を接

着固定します。この時ギヤを指で回転させスムー

ズに回転することを確認します。 

 5 

 

１） この時車輪軸減速ギヤｇ３と、このユニットのギヤ

ｇ２が噛合うように組み立てます。 

 

ｇ２ 
ｇ３ 



１６ 直交歯車の製作（１） 

 1 

 

１） Φ１．５ｍｍの竹ヒゴを写真のように部品９０、９１

の丸穴に通ることを確認します。通らない場合は

紙やすりで竹ヒゴの外形を軽く削ってください。 

 2 

 

１） Φ１．５ｍｍの竹ヒゴを長さ６mm に３６本切断しま

す。 

 3 

 

１） Φ１．５ｍｍ、長さ６ｍｍの竹ヒゴを３６本用意しま

す。 

 4 

 

１） 部品９０の丸穴内部に接着剤を塗布します。 

 5 

 

１） 接着剤を塗布した丸穴にΦ１．５ｍｍ、長さ６mm

の竹ヒゴを差し込みます。 



１７ 直交歯車の製作（２） 

 1 

 

１） 部品９０の裏面と竹ヒゴの端面が面一となるように

して接着固定します。 

 2 

 

１） 同様の手順で部品９０に１２本の竹ヒゴを接着固

定します。 

２） 同様に部品９１に２４本の竹ヒゴを接着固定しま

す。 

 3 

 

１） 写真のように紙やすりで竹ヒゴの先端削ります。 

 4 

 

１） 写真のように竹ヒゴの長さが揃うまで削ります。 

 5 

 

１） 直交歯車１２歯、２４歯の完成です。 



１８ カム軸の組立（１） 

 1 

 

１） Φ３ｍｍの丸棒を通す穴に対してガタなくスムー

ズに回転するように紙やすりで仕上げ、長さが５０

ｍｍになるようにカットします。 

 2 

 

１） Φ２ｍｍの丸棒を通す穴に対してガタなくスムー

ズに回転するように紙やすりで仕上げ、長さ６ｍｍ

になるようにカットします。 

 3 

 

１） 部品１６、２０、５３、７６、７７、１０１、ｇ１、ｗ８３２ 

Ｏリング、直交歯車（２４歯）各１個、部品５２を２

個、及びｗ６３２を５個用意します。 

 4 

 

１） 部品２０の側面に接着剤を塗布します。 

 5 

 

１） Φ３ｍｍの丸棒を治具として、部品２０との穴を合

わせるようにして部品１０１を差し込み接着固定し

ます。 

５３ 
５２ 

ｗ８３２ 

７７ 

７６ 

１６ 

２０ 

１０１ 

ｗ６３１ 

ｇ１ 



１９ カム軸の組立（２） 

 1 

 

１） 部品１０１の側面に接着剤を塗布します。 

 2 

 

１） Φ３ｍｍの丸棒を治具として、部品２０との穴を合

わせるようにしてギヤｇ１を差し込み接着固定しま

す。 

 3 

 

１） ｗ６３２の側面に接着剤を塗布します。 

 4 

 

１） Φ３ｍｍの丸棒を治具として、ｗ６３２との穴を合

わせるようにして、部品２０を貼り合わせたギヤｇ１

を裏面側から差し込みます。 

 5 

 

１） 部品２０を貼り合わせたギヤｇ１の裏面側にｗ６３

２を接着固定します。 



２０ カム軸の組立（３） 

 1 

 

１） 部品７７の側面に接着剤を塗布します。 

 2 

 

１） 部品７６と部品７７を外形を合わせるようにして接

着固定します。 

 3 

 

１） 部品５２の回転軸穴にΦ３ｍｍの丸棒の治具を通

し、ガイド穴にΦ２ｍｍの丸棒の治具を通して部品

５２の側面に接着剤を塗布します。 

 4 

 

１） Φ３ｍｍとΦ２ｍｍの丸棒の治具に同時にもう一

つの部品５２を通すようにして位置を合わせ接着

固定します。 

 5 

 

１） ２枚貼り合わせた部品５２の側面に接着剤を塗布

します。 



２１ カム軸の組立（４） 

 1 

 

１） Φ３ｍｍとΦ２ｍｍの丸棒の治具に同時に上下カ

ム５３を通すようにして位置を合わせて差し込みま

す。 

 2 

 

１） ２枚貼り合わせた部品５２と上下カム５３の位置を

合わせて接着固定します。 

 3 

 

１） 上下カム５３の裏面から矢視の穴内部に接着剤

を塗布します。 

 4 

 

１） 接着剤を塗布した穴にΦ２ｍｍ長さ６ｍｍの丸棒

を部品５２を接着した側から差し込みます。 

 5 

 

１） 上下カム５３の裏面と丸棒端面が面一となるまで

差し込み接着固定します。 



２２ カム軸の組立（５） 

 1 

 

１） 部品５２と上下カム５３を貼り合わせたものの部

品５２の側面に接着剤を塗布します。 

 2 

 

１） Φ３ｍｍの丸棒を治具として、上下カム５３との穴

を合わせるようにして２４歯の直交歯車を差し込

みます。 

 3 

 

１） 上下カム５３との穴を合わせるようにして２４歯の

直交歯車を接着固定します。 

 4 

 

１） それぞれ組み立てた部品を用意します。 

 5 

 

１） 写真のようにカム回転軸に各部品を取り付けて

いきます。取付け順は前項を参照してください。 



２３ カム軸の組立（６） 

 1 

 

１） 減速機構は写真の通りです。 

 2 

 

１） ゼネバ機構は写真の通りです。 

 3 

 

１） 車輪軸の駆動歯車ｇ３を矢印の軸方向になるべ

く寄せるようにして車輪軸と接着固定します。こ

の時減速歯車のユニットは車輪軸に対してスム

ーズに回転するように確認します。 

 4 

 

１） 車輪軸のゼネバ６５を矢印の軸方向になるべく

寄せるようにして車輪軸と接着固定します。 

 5 

 

１） カム軸の直交歯車ユニットを矢印の軸方向にな

るべく寄せて、ｗ８３２で押さえるようにしてカム軸

とｗ８３２を接着固定します。この時直交歯車の

ユニットはカム軸に対してスムーズに回転するこ

とを確認します。 



２４ カム軸の組立（７） 

 1 

 

１） カム軸のカム取付ユニットを矢印の軸方向になる

べく寄せて、ｗ６３１で押さえるようにしてカム軸と

ｗ６３１を接着固定します。この時カム取付ユニッ

トはカム軸に対してスムーズに回転することを確

認します。 

 2 

 

１） 車輪軸、カム軸、各減速軸が完成しました。 

各軸の機能 

 直交歯車によって伝達された動力は、ゼネバ機構

を介して車輪軸を回転させ、車輪軸の駆動歯車によ

り後部減速軸に１／２で伝達され、さらに戻るように車

輪軸の減速歯車に１／１で伝達されます。車輪軸の

減速歯車から１／２に減速されて中間減速軸に回転

は伝達され、さらにそこから１／２．５に減速されて操

舵カムに回転は伝達されます。これらの機能により車

輪軸の回転が１／１０に減速されて操舵カムユニット

に回転が伝わることとなります。  3  

 4 

 

 5  

 

 



２５ 操舵リンクの組立（１） 

 1 

 

１） Φ３ｍｍの丸棒を通す穴に対してガタなくスム

ーズに回転するように紙やすりで仕上げ、長さが

２５ｍｍになるようにカットします。 

 2 

 

１） 部品２７、部品３０、部品１４、部品１９、部品８７

ｗ６３２を４個、ｗ６３１を１個用意します。 

 3 

 

１） ｗ６３２の側面に接着剤を塗布します。 

 4 

 

１） Φ３ｍｍの丸棒を治具として、ｗ６３２との穴を合

わせるようにして部品３０を差し込み接着固定し

ます。 

 5 

 

１） 同様にｗ６３２の側面に接着剤を塗布しΦ３ｍｍ

の丸棒を治具として、ｗ６３２との穴を合わせるよ

うにしてｗ６３２と張り合わせた部品３０の裏面か

ら差し込み接着固定します。 

２７ 

１９ 

８７ 

１４ 

ｗ６３２ 

３０ 

ｗ６３１ 



２６ 操舵リンクの組立（２） 

 1 

 

１） 部品３０の切欠き部に接着剤を塗布します。 

 2 

 

１） 接着剤を塗布した部品３０の切欠き部に合わせる

ように、部品１４の切欠き部を噛合わせて接着固

定します。この時写真のように部品３０の切欠き部

はセンターの丸穴より矢印の方向へズレた状態に

セットし、また部品１４の表裏を間違えないようにし

て嚙み合わせてください。 

 3 

 

１） 部品２７の凸部に接着剤を塗布します。 

 4 

 

１） 部品１４の角穴部へ部品２７の突起部を差し込み

ます。この時矢印で示すように部品１４は、部品３

０の軸受穴に対してセンターをずらして取り付くよう

になっているので、部品２７の差し込む方向を間

違えないようにしてください。 

 5 

 

１） 部品１４の角穴部へ部品２７の突起部を差し込む

ように接着固定します。この時写真のように矢印

で示すように部品１４の部品３０の軸受穴に対す

るズレと部品２７の取付方向を確認してください。 



２７ 操舵リンクの組立（３） 

 1 

 

１） Φ２ｍｍの丸棒を通す穴に対してガタなくスムー

ズに回転するように紙やすりで仕上げ、長さ６ｍｍ

になるようにカットします。 

 2 

 

１） 部品１４の丸穴内部へ接着剤を塗布します。 

 3 

 

１） Φ２ｍｍ長さ６ｍｍの丸棒を接着剤を塗布した丸

穴に、部品２７を取り付けた方向から差し込み、部

品１４の裏面と丸棒の端面が面一になるように接

着固定します。 

 4 

 

１） フレーム下面の矢印で示した切欠き部２カ所に接

着剤を塗布します。 

 5 

 

１） 部品８７の両端の突起部を接着剤を塗布した切

欠き部に合わせます。 



２８ 操舵リンクの組立（４） 

 1 

 

１） 部品８７の両端の突起部を接着剤を塗布した切

欠き部にはめ込むようにして接着固定します。 

 2 

 

１） 部品１９の丸穴に近い側の端面突起部に接着剤

を塗布します。 

 3 

 

１） 接着剤を塗布した部品１９の突起部をフレームの

内側から部品８７の角穴部に差し込みます。 

 4 

 

１） 写真のように部品１９の突起部を部品８７の角穴

部に差し込み接着固定します。 

 5 

 

１） 組上がった操舵リンク、ｗ６３１を１個、ｗ６３２を３

個組み込みます。 

ｗ６３１ ｗ６３２ 



２９ 操舵リンクの組立（５） 

 1 

 

１） 写真のようにフレームの穴と部品１９の穴に回転軸

を通し、各部品を取り付けます。（取り付け方は次

項を参照してください） 

２） 回転軸をフレーム及び部品１９と接着固定します。 

 2 

 

１） 写真のようにフレームの穴と部品１９の穴に回転軸

を通し、各部品を右からｗ６３１を１個、w６３２を２

個、操舵リンク、ｗ６３２を１個取付け、各部品を矢

印の方向に寄せるようにし、ｗ６３２で押さえるよう

にしてｗ６３２を回転軸と接着固定します。 

 3 

 

１） 部品０７、０８、０９、１０を用意します。 

 4 

 

１） フレームの矢印で示した切欠き部２カ所に接着剤

を塗布します。 

 5 

 

１） 接着剤を塗布した切欠き部に部品０７の両端の突

起部を下からはめ込むように取り付けて接着固定

します。 

０８ 
０７ 

１０ 
０９ 



３０ 操舵リンクの組立（６） 

 1 

 

１） フレームの矢印で示した切欠き部２カ所に接着剤

を塗布します。 

 2 

 

１） 接着剤を塗布した切欠き部に部品０９の両端の突

起部を合わせます。 

 3 

 

１） 接着剤を塗布した切欠き部に部品０９の両端の突

起部をはめ込むように取り付けて接着固定しま

す。 

 4 

 

１） 部品０９中央の突起部に接着剤を塗布します。 

 5 

 

１） 部品０７中央の突起部に接着剤を塗布します。 



３１ 操舵リンクの組立（７） 

 1 

 

１） 接着剤を塗布した部品０７と０９の突起部に合わ

せるように部品１０をフレーム内に差し入れま

す。 

 2 

 

１） 部品０７の突起部を部品１０の角穴に差し込み、

部品０９の突起部を部品１０の切欠き部に合わ

せるようにして接着固定します。この時写真のよ

うに後方から見て中央の角穴が電池ボックスを

止める丸穴より左に行っているように取り付けま

す。 

 3 

 

１） 部品０８とハトメを用意します。ハトメは本機に使

用するミニモータギヤボックス（タミヤ）の部品と

共通です。 

 4 

 

１） 部品０８の丸穴内部に接着剤を塗布します。 

 5 

 

１） 接着固定した丸穴にハトメを差し込んで接着固

定します。 



３２ 操舵リンクの組立（８） 

 1 

 

１） 部品１９の上部突起部に接着剤を塗布します。 

 2 

 

２） 部品１０の角穴に接着剤を塗布します。 

 3 

 

１） ハトメを取り付けた部品０８の端面突起部を部品

１０の角穴に差し込むようにし、部品０８の角穴に

部品１９の突起部を差し込むようにします。 

 4 

 

１） ハトメを取り付けた部品０８の端面突起部を部品

１０の角穴に差し込み、部品０８の角穴に部品１

９の突起部を差し込んで接着固定します。 

 5 

 

１） Φ２ｍｍの丸棒を通す穴に対してガタなくスムー

ズに回転するように紙やすりで仕上げ、長さ６ｍ

ｍになるようにカットします。 



３３ 操舵リンクの組立（９） 

 1 

 

１） 部品０７の丸穴内部に接着剤を塗布します。 

 2 

 

１） 接着剤を塗布した丸穴に、Φ２長さ６ｍｍの丸

棒を裏面と面一になるまで差し込んで接着固定

します。 

 3 

 

１） 紐ゴムを長さ約１２０ｍｍにカットします。 

 4 

 

１） 紐ゴムを結び直径やく２５ｍｍの輪を作り余った

部分はカットします。 

 5 

 

１） 紐ゴムを写真のように操舵リンクの丸棒のゴムフ

ックと部品０７の丸棒のゴムフックに引っ掛けて、

操舵リンクがカムに対して与圧がかかるようにし

ます。 

 



３４ 操舵輪の組立（１） 

 1 

 

１） Φ３ｍｍの丸棒を通す穴に対してガタなくスム

ーズに回転するように紙やすりで仕上げ、長さ

が３０ｍｍになるようにカットします。 

 2 

 

１） Φ３ｍｍの丸棒を通す穴に対してガタなくスムー

ズに回転するように紙やすりで仕上げ、長さ１０

ｍｍになるようにカットします。 

 3 

 

１） Φ２ｍｍの丸棒を通す穴に対してガタなくスムー

ズに回転するように紙やすりで仕上げ、長さ１５

ｍｍになるようにカットします。 

 4 

 

１） 部品０３、１８、２９を各 1 個、部品２３、２４、２

５、２６、２８、１０２、ｗ６３１を各２個及びシリコン

Ｏリング１個を用意する。 

 5 

 

１） ｗ６３１の側面に接着剤を塗布します。 

２８ ２９ 

０３ 
２３ ２５ 

２４ 
２６ 

１８ １０２ 

ｗ６３１ 



３５ 操舵輪の組立（２） 

 1 

 

１） Φ３ｍｍの丸棒を治具として、ｗ６３１との穴を合

わせるようにして部品１０２を差し込み接着固定

します。 

２） 同様にしてｗ６３１と部品１０２を貼り合わせたも

のを２個用意します。 

 2 

 

１） 部品１８の側面に接着剤を塗布します。 

 3 

 

１） Φ３ｍｍの丸棒を治具として、部品１８との穴を

合わせるようにして部品１０２とｗ６３１を貼り合

わせたものを差し込み接着固定します。 

 4 

 

１） 部品１０２を貼り付けた部品１８の反対側側面に

接着剤を塗布します。 

 5 

 

１） Φ３ｍｍの丸棒を治具として、部品１０２を貼り付

けた部品１８の反対側に、穴を合わせるようにし

て部品１０２とｗ６３１を貼り合わせたものを差し

込み接着固定します。 



３６ 操舵輪の組立（３） 

 1 

 

２） 操舵輪の完成です。 

 2 

 

１） 部品２４の側面に接着剤を塗布します。 

 3 

 

１） Φ３ｍｍの丸棒を治具として、部品２４との穴を合

わせるようにして部品２４を差し込み外形を合わ

せるようにして接着固定します。 

 4 

 

１） 2 個貼り合わせた部品２４の切欠き部に接着剤を

塗布します。 

 5 

 

１） 接着剤を塗布した部品２４の切欠き部に部品２６

の突起部を差し込むようにして接着固定します。 



３７ 操舵輪の組立（４） 

 1 

 

１） 同様の手順で部品２４に部品２６を接着固定し

ます。この時写真のように部品２６の丸穴にΦ３

ｍｍの丸棒の治具を通して穴位置を合わせま

す。 

 2 

 

１） 部品２５の切欠き部に接着剤を塗布します。 

 3 

 

１） 接着剤を塗布した部品２５の切欠き部に部品２

３の突起部を差し込むように接着固定します。 

 4 

 

１） 部品２３を接着した部品２５の反対側の切欠き

部に接着剤を塗布します。 

 5 

 

１） 接着剤を塗布した部品２５の切欠き部に部品２

３の突起部を差し込むように接着固定します。 



３８ 操舵輪の組立（５） 

 1 

 

１） 部品２５に貼り付けた２個の部品２３の突起部に

接着剤を塗布します。 

 2 

 

１） 接着剤を塗布した２個の部品２３の突起部に部

品２５の切欠き部を差し込み接着固定します。 

 3 

 

１） この時写真のように部品２５の丸穴にΦ３ｍｍの

丸棒の治具を通して穴位置を合わせます。 

 4 

 

１） 部品０３の切欠き部２カ所に接着剤を塗布しま

す。 

 5 

 

１） 部品０３の切欠き部に前項で製作した部品２５

の突起部を写真のように差し込むようにして接

着固定します。 



３９ 操舵輪の組立（６） 

 1 

 

１） 前項で製作した車輪ホルダーの部品２４の丸穴

内部に接着剤を塗布します。 

 2 

 

１） 接着剤を塗布した部品２４の丸穴に、Φ３ｍｍ長

さ３０ｍｍの丸棒を差し込みます。 

 3 

 

１） 丸棒を反対側の部品２４と面一になるまで差し

込み接着固定します。 

 4 

 

１） 車輪中央部の溝にシリコンＯリングを写真のよう

にひっかけて指で押さえます。 

 5 

 

１） 前項写真の矢印で示した部分を引っ張るように

して車輪の溝にシリコンＯリングをはめ込みます。 



４０ 操舵輪の組立（７） 

 1 

 

１） 製作した部品及びｗ６３１、ｗ６３２を用意しま

す。 

 2 

 

１） 写真のように部品０３に取り付けた軸受部に車

輪ホルダの回転軸を差し込みます。この時車

輪ホルダと軸受部の間にスペーサｗ６３１を差

し込んでおきます。 

 3 

 

１） 車輪ホルダが軸受部と突き当たるまで回転軸

を差し込み、矢印のｗ６３２を軸受部に押し当

てるようにして回転軸と接着固定します。この時

車輪ホルダが軸受部に対してスムーズに回転

することを確認します。 

 4 

 

１） 操舵レバーを取り付けます。 

 5 

 

１） 軸受部から写真のように８ｍｍの間隔が開くよ

うにして回転軸に部品２８を差し込みます。 

ｗ６３２ 

ｗ６３１ 

ｗ６３１ 



４１ 操舵輪の組立（８） 

 1 

 

１） 部品２８を回転軸に接着固定します。 

 2 

 

１） 部品２９の溝部に接着剤を塗布します。 

 3 

 

１） 部品２９の溝部にΦ２ｍｍ長さ１５ｍｍの丸棒を

写真のように挟み込み接着固定します。 

 4 

 

１） 丸棒を取り付けた部品２９を車輪ホルダの回転

軸に差し込みます。この時接着はしません。 

 5 

 

１） フレーム前部の矢印で示した切欠き部２カ所に

接着剤を塗布します。 



４２ 操舵輪の組立（９） 

 1 

 

１） 写真矢印で示すように部品２９に取り付けた丸棒

を操舵リンクの部品２７の角穴に差し込みながら

操舵輪を取り付けた部品０３の両端の突起を接着

剤を塗布したフレームの溝にはめ込むようにして

接着固定します。 

 2 

 

１） 写真の矢印で示すように操舵カムを回転させカム

の最小径が操舵リンクと接触する位置に調整しま

す。この時操舵リンクは垂直に立った状態となりま

す。 

 3 

 

１） 前項のように操舵カムの最小径が操舵リンクと接

触する位置で操舵輪が直進する位置に合わせ、

操舵レバーを取り付けた部品２９の上面と車輪ホ

ルダの回転軸に接着剤を塗布します。 

 4 

 

１） 部品２９にかぶせるように部品２８を回転軸に差し

込みます。 

 5 

 

１） 部品２８により部品２９と操舵輪回転軸を接着固

定します。この時操舵カムの最小径が操舵リンク

と接触する位置で操舵輪が直進することになりま

す。 

 



４３ ギヤモータ組込（１） 

 1 

 

１） ミニモータ低速ギヤボックス（タミヤ）を回転数が

４２ｒｐｍとなるように組み立て、写真のように回転

軸がギヤボックスのケーシングから１２ｍｍ出るよ

うに調整します。 

 2 

 

１） 部品７３と直角歯車１２歯を用意します。 

 3 

 

１） ギヤモータ回転軸の長く出ている方に部品７３を

ギヤボックスのケーシングから４ｍｍとなる位置ま

で圧入します。この寸法は目安とし、最終的には

直交歯車の紙愛を見て接着固定してください。 

 4 

 

１） 部品７３の側面に接着剤を塗布します。この時回

転軸には接着剤が付かないように注意します。 

 5 

 

１） 直角歯車１２歯を写真のようにギヤモータ回転軸

に差し込み部品７３と接着固定します。 

７３ 



４４ ギヤモータ組込（２） 

 1 

 

１） モータのコードを約７０ｍｍにカットし、電池ボック

スのコードを約６０ｍｍにカットし別紙配線図に従

ってスライドスイッチとハンダ付けします。 

 2 

 

１） 部品０６、１１、６９、８０、ｗ６３２を各１個、Ｍ２ボ

ルト、Ｍ２木ネジ、各２個及びギヤモータ取付用

ボルトナット２組（ギヤモータキット付属）を用意し

ます。 

 3 

 

１） 部品８０の側面に接着剤を塗布します。 

 4 

 

１） もう一つの部品８０と外形を合わせるように接着

固定します。 

 5 

 

１） フレーム内側の矢印で示す部分に接着剤を塗

布します。 

６９ 

１１ 
ｗ６３２ 

８０ 

０６ 



４５ ギヤモータ組込（３） 

 1 

 

１） フレームの接着剤を塗布した部分に部品８０を２

個貼り合わせたものを貼り付けます。 

 2 

 

１） 前項写真でフレームの矢印で示した２個の穴と部

品８０の穴を合わせて接着固定します。 

 3 

 

１） 写真の矢印で示すように部品０８に接着固定した

ハトメにモータの回転軸を差し込み、直交歯車が

噛合うように合わせます。 

 4 

 

１） フレームに貼り付けた部品８０の穴とギヤモータの

取付穴を合わせ取付ボルトを外側から通し、ギヤ

モータ取付フランジの上からナットを合わせ取付ボ

ルトをドライバーで締めてギヤモータを固定しま

す。 

 5 

 

１） ギヤモータ下側のボルト止めはナットの保持スペ

ースが小さいので、写真のように丸棒の先に両面

テープ等でナットを保持します。 



４６ ギヤモータ組込（４） 

 1 

 

１） 写真のように両面テープで保持したナットをギヤ

モータの取付フランジ穴位置に保持しボルトを通

してネジ止めします。 

 2 

 

１） スライドスイッチをＭ２ボルトで部品０６に写真のよ

うに固定します。 

 3 

 

１） 電池ボックスの取付穴を部品１０の取付穴に合

わせます。 

 4 

 

１） 電池ボックスをＭ２木ネジ２本で取り付けます。 

 5 

 

１） 写真矢印で示すフレームの切欠き部２カ所に接

着剤を塗布します。 



４７ ギヤモータ組込（５） 

 1 

 

１） スライドスイッチを取り付けた部品０６の両端の突

起を接着剤を塗布したフレームの切欠き部に差し

込むようにして接着固定します。 

 2 

 

１） 部品１１の大きい方の丸穴内部に接着剤を塗布

します。 

 3 

 

１） 部品１１の接着剤を塗布した丸穴にハトメを差し

込んで接着固定します。 

 4 

 

１） 写真矢印で示したフレーム上部の切欠き部２カ所

に接着剤を塗布します。 

 5 

 

１） 部品１１に取り付けたハトメにギヤモータ上部の回

転軸を差し込み、部品１１の両端の突起を接着剤

を塗布したフレームの切欠き部に差し込むようにし

て接着固定します。 



４８ ギヤモータ組込（６） 

 1 

 

１） ギヤモータ回転軸にｗ６３２を差し込みます。 

 2 

 

１） ｗ６３２の上から部品６９を圧入します。 

 3 

 

１） 部品６９はｗ６３２に接触するまで圧入します。 

 4 

 

１） 仮組していた車輪の丸穴内部に接着剤を塗布し

ます。 

 5 

 

１） ｗ６３２を取り付けた側に接着剤がはみ出ていな

いことを確認します。 



４９ ギヤモータ組込（７） 

 1 

 

１） 車輪軸に車輪の丸穴を合わせて差し込みます。 

 2 

 

１） 車輪のｗ６３２がフレームに接触するまで車輪を

差し込んで車輪軸と接着固定します。 

 3 

 

１） 同様の手順で反対側の車輪も取付けます。 

 4 

 

１） モータの組込の完成です。 

 5 

 

１） Φ２ｍｍの丸棒を通す穴に対してガタなくスムー

ズに回転するように紙やすりで仕上げ、長さが８

ｍｍになるようにカットします。 



５０ ギヤモータ組込（８） 

 1 

 

１） 部品１５、２１及びｗ６３２を２個用意します。 

 2 

 

１） 部品２１の切欠き部に接着剤を塗布します。 

 3 

 

１） 接着剤を塗布した部品２１の切欠き部と部品１５

の切欠き部を噛合わせるようにして写真のように

接着固定します。 

 4 

 

１） 部品２１の丸穴内部に接着剤を塗布します。 

 5 

 

１） Φ２ｍｍ長さ８ｍｍの丸棒を部品２１の接着剤を

塗布した丸穴に部品２１の反対面と面一になる

まで差し込み接着固定します。 

２１ ｗ６３２ 

１５ 



５１ ギヤモータ組込（９） 

 1 

 

１） 部品２１に取り付けた丸棒の根本付近に接着剤

を塗布します。 

 2 

 

１） 部品２１に取り付けた丸棒にｗ６３２を差し込み写

真のように接着固定します。 

 3 

 

１） 写真でヤジ留守で示した丸穴に、フレーム内側

から部品２１に取り付けた丸棒を差し込みます。 

 4 

 

１） ｗ６３２の丸穴内部に接着剤を塗布し反対側に

接着剤がはみ出ていないことを確認します。ま

す。 

 5 

 

１） フレーム外側に飛び出した部品２１に取り付けた

回転軸に接着剤を塗布したｗ６３２を差し込み接

着固定します。この時部品１５（上下カムリンク）

がスムーズに回転することを確認します。 

 



５２ 箒上下機構組立（１） 

 1 

 

１） Φ２ｍｍの丸棒を通す穴に対してガタなくスムー

ズに回転するように紙やすりで仕上げ、長さが１２

ｍｍになるようにカットします。 

 2 

 

１） 部品０５及びｗ６２２を３個用意します。 

 3 

 

１） 部品０５の丸穴内部に接着剤を塗布します。 

 4 

 

１） 接着剤を塗布した部品０５の丸穴にΦ２ｍｍ長さ

１２ｍｍの丸棒を部品０５の裏面側と面一になるま

で差し込みます。 

 5 

 

１） 部品０５に取り付けた丸棒の根本付近に接着剤を

塗布します。 

０５ 

ｗ６２２ 



５３ 箒上下機構組立（２） 

 1 

 

１） 写真のように丸棒にｗ６２２を差し込み部品０５

及び丸棒と接着固定します。 

 2 

 

１） 取り付けたｗ６２２の丸棒の根本付近に接着剤

を塗布します。 

 3 

 

１） 再度丸棒にｗ６３２を差し込みｗ６３２及び丸棒と

接着固定します。同様の手順を繰り返し写真の

ように部品０５に合計 3 個のｗ６３２を接着固定

します。 

 4 

 

１） 写真矢印で示すフレームの切欠き部２カ所に接

着剤を塗布します。 

 5 

 

１） 部品０５の両端の突起を接着剤を塗布したフレ

ームの切欠き部に差し込むようにして接着固定

します。 



５４ 箒上下機構組立（３） 

 1 

 

１） 部品１２、６３、６４、７１を各１個、部品０４を２個

用意します。 

 2 

 

１） 部品６４の写真で示す切欠き部に接着剤を塗布

します。 

 3 

 

１） 接着剤を塗布した部品６４の切欠き部に部品０４

端面突起部を差し込み接着固定します。 

 4 

 

１） 部品６３の写真で示す切欠き部に接着剤を塗布

します。 

 5 

 

１） 部品６４に取り付けた反対側の突起部を差し込み

接着固定します。 

６４ 

０４ 

６３ 

１２ 

７１ 



５５ 箒上下機構組立（４） 

 1 

 

１） 写真矢印で示す部品６３、６４の切欠き部に接着

剤を塗布します。 

 2 

 

１） 接着剤を塗布した部品６３、６４の切欠き部にもう

一つの部品０４の両端の突起部を各々差し込む

ようにして接着固定します。 

 3 

 

１） 部品７１の写真で示す各穴内部に接着剤を塗布

します。 

 4 

 

１） 接着剤を塗布した部品７１の角穴に部品１２の突

起部を差し込むようにして接着固定します。この

時部品１２を取り付ける部品７１の表裏を間違え

ないようにします。 

 5 

 

１） 写真矢印で示す部品６３、６４の切欠き部に接着

剤を塗布します。 



５６ 箒上下機構組立（５） 

 1 

 

１） 接着剤を塗布した部品６３、６４の切欠き部に部品

７１の両端の突起部を各々差し込むようにして接

着固定します。 

 2 

 

１） この時部品７１の取付方向を間違わないようにし

ます。 

 3 

 

１） 組上がった木偶弐腰部を写真のように平坦な場

所に置き歪み等を矯正します。 

 4 

 

１） Φ２ｍｍの丸棒を通す穴に対してガタなくスムーズ

に回転するように紙やすりで仕上げ、長さ７２ｍｍ

になるようにカットします。 

 5 

 

１） カットした丸棒の軸端から４ｍｍの位置に印をつけ

ておきます。 



５７ 箒上下機構組立（６） 

 1 

 

１） 組上がった木偶弐腰部と丸棒を用意します。 

 2 

 

１） 組上がった木偶弐腰部の写真矢印で示す４カ所

部品６３、６４端部に接着剤を塗布します。 

 3 

 

１） 部品７１、１１の丸穴と部品１５の長孔に写真のよ

うに丸棒を通すようにしてフレームと木偶弐腰部

の位置を合わせ、フレーム上部四隅と木偶弐腰

部四隅を合わせるようにして接着固定します。 

 4 

 

１） Φ２ｍｍの丸棒を通す穴に対してガタなくスムー

ズに回転するように紙やすりで仕上げ、長さが１５

ｍｍになるようにカットします。 

 5 

 

１） Φ２ｍｍの丸棒を通す穴に対してガタなくスムー

ズに回転するように紙やすりで仕上げ、長さが１３

ｍｍになるようにカットします。 



５８ 箒上下機構組立（７） 

 1 

 

１） Φ２ｍｍの丸棒を通す穴に対してガタなくスムー

ズに回転するように紙やすりで仕上げ、長さが８

ｍｍになるようにカットします。 

 2 

 

１） Φ２ｍｍの丸棒を通す穴に対してガタなくスムー

ズに回転するように紙やすりで仕上げ、長さが５

ｍｍになるように２本カットします。 

 3 

 

１） 部品１７、３１、３２、３３、３４、３６、７０を各一個

及びｗ６２２を６個用意します。 

 4 

 

１） 部品３６の切欠き部に接着剤を塗布します。 

 5 

 

１） 接着剤を塗布した部品３６の切欠き部に部品３

３の突起部を差し込むように接着固定します。 

３３ 

３２ 

３１ 

３４ 

３６ 

４４ ７０ 

１７ 



５９ 箒上下機構組立（８） 

 1 

 

１） 部品３３を取付けた部品３６の反対側の切欠き

部に接着剤を塗布します。 

 2 

 

１） 接着剤を塗布した部品３６の切欠き部にもう一

つの部品３３の突起部を差し込むように接着固

定します。 

 3 

 

１） 部品３６に取付けた二つの部品３３の突起部に

接着剤を塗布します。 

 4 

 

１） 接着剤を塗布した二つの部品３３の突起部にも

う一つの部品３６の切欠き部を差し込むように接

着固定します。 

 5 

 

１） 部品３３と部品３６で構成された立方体の完成

です。 



６０ 箒上下機構組立（９） 

 1 

 

１） 部品３６の丸穴内部に接着剤を塗布します。 

 2 

 

１） 接着剤を塗布した部品３６の丸穴にΦ２ｍｍ長

さ５ｍｍの丸眉宇を差し込み接着固定します。 

 3 

 

１） この時丸棒は部品３６の裏面と面一となるように

差し込みます。 

 4 

 

１） 反対側の部品３６の接着剤を塗布した丸穴に

Φ２ｍｍ長さ５ｍｍの丸棒を同様に差し込み接

着固定します。 

 5 

 

１） 写真のように立方体の両側に回転軸を取り付け

ます。 



６１ 箒上下機構組立（１０） 

 1 

 

１） 前項の回転軸を部品３４の丸穴に差し込み反

対側の回転軸は部品３２のΦ２ｍｍの穴に差し

込みます。 

 2 

 

２） 部品３２と部品３４の切欠き部に接着剤を塗布し

ます。 

 3 

 

１） 接着剤を塗布した部品３２と部品３４の切欠き

部に、部品３１両端の突起部を差し込むように

接着固定します。 

 4 

 

１） 写真のように完成した内部の立方体がスムーズ

に回転することを確認します。 

 5 

 

１） 部品４４の切欠き部２カ所に接着剤を塗布しま

す。 



６２ 箒上下機構組立（１１） 

 1 

 

１） 接着剤を塗布した部品４４の切欠き部２カ所に

部品１７の端面突起部を差し込むように接着固

定します。 

 2 

 

１） この時写真のように部品１７の突起部端面と部

品４４の側面が面一となるようにします。 

 3 

 

１） 写真のように部品４４の丸穴内部に接着剤を塗

布します。 

 4 

 

１） 接着剤を塗布した部品４４の丸穴にΦ２ｍｍ長

さ１３ｍｍの丸棒を差し込み接着します。 

 5 

 

１） 丸棒は部品４４を貫通し部品１７に突き当たる

まで差し込みます。 



６３ 箒上下機構組立（１２） 

 1 

 

１） 部品４４に取り付けた丸棒を写真のように部品３

３の丸穴に差し込みます。 

 2 

 

１） 丸棒は反対側の部品３３を貫通し２ｍｍほど飛

び出します。 

 3 

 

１） ｗ６２２の丸穴内部に接着剤を塗布します。 

 4 

 

１） 接着剤を塗布したｗ６２２の裏面に接着剤がは

み出ていないことを確認し、前項で部品３３を貫

通し２ｍｍほど飛び出した回転軸に差し込み接

着固定します。 

 5 

 

１） 部品７０の丸穴にΦ２ｍｍ長さ８ｍｍの丸棒を差

し込みます。 



６４ 箒上下機構組立（１３） 

 1 

 

１） ２ｍｍほど飛び出させた丸棒の根本付近に接着

剤を塗布します。 

 2 

 

１） 接着剤を塗布した丸棒に差し込むようにｗ６２２を

接着固定します。 

 3 

 

１） ｗ６２２の丸穴内部に接着剤を塗布し反対側に接

着剤がはみ出ていないことを確認します。 

 4 

 

１）前項で部品７０に取り付けた丸棒を部品１７の丸穴

に差し込み２ｍｍほど飛び出した丸棒に、接着剤を塗

布したｗ６２２を差し込み接着固定します。 

 5 

 

１） 部品１７部が回転軸に対してスムーズに回転する

ことを確認します。 



６５ 箒上下機構組立（１４） 

 1 

 

１） 写真のように部品１７の丸穴内部に接着剤を塗

布します。 

 2 

 

１） 接着剤を塗布した丸穴にΦ２ｍｍ長さ１５ｍｍの

丸棒を部品１７裏面と面一となるように差し込み

接着固定します。 

 3 

 

１） 部品１７に取り付けた丸棒の根本付近に接着剤

を塗布します。 

 4 

 

１） 丸棒にｗ６２２を差し込みます。 

 5 

 

１） 写真のようにｗ６２２を丸棒根元まで差し込み部

品１７及び丸棒と接着固定します。 



６６ 箒上下機構組立（１５） 

 1 

 

１） 部品３７及びｗ６２２を３個用意します。 

 2 

 

１） ７２ｍｍにカットした丸棒の軸端から４ｍｍの位置

に印をつけておきます。 

 3 

 

１） 部品３７の切欠き部に接着剤を塗布します。 

 4 

 

１） 接着剤を塗布した部品３７の切欠き部にΦ２ｍ

ｍ長さ７２ｍｍの丸棒端面を差し込み接着固定

します。 

 5 

 

１） この時部品３７を取り付けた丸棒を平坦なところ

に置いて、丸棒と部品３７側面が同一面となって

いることを確認します。 

３７ 



６７ 箒上下機構組立（１６） 

 1 

 

１） 写真のように部品１７に取り付けた丸棒にｗ６３２

側面から４ｍｍの位置までｗ６２２を差し込みま

す。 

 2 

 

１） 丸棒に差し込んだｗ６２２と丸棒を接着固定しま

す。 

 3 

 

１） 写真のように丸棒を部品３７の長孔に差し込み

ます。 

 4 

 

１） 部品３７を差し込んだ丸棒にさらにｗ６２２を差し

込みます。 

 5 

 

１）  写真のように丸棒に差し込まれた部品３７をは

さむようにｗ６２２を取り付けます。この時ｗ６２２

はまだ接着固定しません。 



６８ 箒上下機構組立（１７） 

 1 

 

１） 写真のようにΦ２ｍｍ長さ７２ｍｍの丸棒を部品７

１、１１の丸穴に通し、その先端にｗ６２２を差し込

みます。 

 2 

 

１） 丸棒に差し込まれたｗ６２２を最初にマーキングし

た丸棒端面から４ｍｍの位置まで差し込み、接着

固定します。 

 3 

 

１） 木偶腰部上部の部品７１の各穴内部に接着剤を

塗布します。 

 4 

 

１） 接着剤を塗布した部品７１の角穴に部品 70 の突

起部を差し込むように接着固定します。この時長

さ７２ｍｍの丸棒先端を部品１５の長孔に差し込

んでおきます。 

 5 

 

１） 写真のように部品３７の押えとなっているｗ６３２を

丸棒と接着固定します。この時ｗ６２２に挟まれた

部品３７のガタを押えスムーズに動くようにｗ６２２

の位置を決めます。 



６９ 箒上下機構組立（１８） 

 1 

 

１） 紐ゴムを長さ約８０ｍｍに切断します。 

 2 

 

１） 紐ゴムを結んで直径１２ｍｍ程度の輪を作り

余分な部分はカットします。 

 3 

 

１） 作った輪ゴムを部品１７端部の切欠きとゴムフ

ック１２の突起部に引っ掛けます。この時箒を

保持する上下レバー１７は箒を持ち上げた状

態になる方向にゴムで与圧をかけられます。 

 4 

 

 

 5  

 

 



７０ 腕部の組立（１） 

 1 

 

１） 部品６６、６７を各 1 個、部品５５を２個用意しま

す。 

 2 

 

１） 部品６６の切欠き部に接着剤を塗布します。 

 3 

 

１） 接着剤を塗布した部品６６の切欠き部に部品５５

の突起部を差し込むように接着固定します。 

 4 

 

１） 部品６７の切欠き部に接着剤を塗布します。 

 5 

 

１） 接着剤を塗布した部品６７の切欠き部に部品６６

の取付けた部品５５の反対側の突起を差し込むよ

うに接着固定します。 

６７ 

５５ 

６６

 



７１ 腕部の組立（２） 

 1 

 

１） 写真で示す部品６６、６７の切欠き部に接着剤を

塗布します。 

 2 

 

１） 接着剤を塗布した部品６６と６７の切欠き部に部

品５５の両端の突起を差し込みます。 

 3 

 

１） 写真のように胸部フレームが完成しました。 

 4 

 

１） 写真矢印で示すフレーム腰部上端２カ所に接着

剤を塗布します。 

 5 

 

１） 写真のようにフレーム腰部上端と胸部下端の外形

を合わせるようにして接着固定します。 



７２ 腕部の組立（３） 

 1 

 

１） Φ２ｍｍの丸棒を通す穴に対してガタなくスムーズ

に回転するように紙やすりで仕上げ、長さが１０ｍ

ｍになるように２本カットします。 

 2 

 

２） 部品４７、４８、ｗ６２２を各２個、部品４５、４６を各

４個用意します。 

 3 

 

１） 部品４８の各穴内部に接着剤を塗布します。 

 4 

 

１） 接着剤を塗布した部品４８の各穴内に部品４５の

突起部を差し込むように接着固定します。 

 5 

 

１） 部品４８のもう一つの各穴内部に接着剤を塗布し

ます。 

４８ 

４５ 

４６ 

４７ 

ｗ６２２ 



７３ 腕部の組立（４） 

 1 

 

１） 接着剤を塗布した部品４８の角穴にもう一つの

部品４５の突起部を差し込むように接着固定しま

す。 

 2 

 

１） 部品４８に取り付けた二つの部品４５の突起部に

写真で示すように接着剤を塗布します。 

 3 

 

１） 接着剤を塗布した二つの部品４５の突起部に部

品４６を接着固定します。 

 4 

 

１） 部品４６は写真のように二つの部品４５の突起部

をまたぐように位置を合わせます。 

 5 

 

１） 二つの部品４５の突起部の裏面側に接着剤を塗

布します。 



７４ 腕部の組立（５） 

 1 

 

１） 前項と同様に接着剤を塗布した二つの部品４５の

突起部に部品４６を接着固定します。 

 2 

 

１） 部品４７の丸穴内部に接着剤を塗布します。 

 3 

 

１） 接着剤を塗布した部品４７の丸穴にΦ２ｍｍ長さ

１０ｍｍの丸棒を差し込むように接着固定します。 

 4 

 

１） この時丸棒は部品４７の裏面と面一となるように

差し込みます。 

 5 

 

１） 写真のように部品４６の丸穴に部品４７に取り付け

た丸棒を差し込みます。 



７５ 腕部の組立（６） 

 1 

 

１） 差し込まれた丸棒は裏面側に２ｍｍほど突出しま

す。 

 2 

 

１） ｗ６２２の丸穴内部に接着剤を塗布します。 

 3 

 

１） 接着剤を塗布したｗ６２２の裏面側に接着剤がは

み出ていないことを確認し、前項で部品４６に差し

込んだ丸棒の突出部をｗ６２２に差し込みます。 

 4 

 

１） 写真のようにｗ６２２を丸棒と接着固定します。こ

の時丸棒に対して部品４５、４６、４８で構成した肩

の部分がスムーズに回転することを確認します。 

 5 

 

１） 同様の手順でもう一つの肩の部分を作ります。 



７６ 腕部の組立（７） 

 1 

 

１） Φ２ｍｍの丸棒を通す穴に対してガタなくスムー

ズに回転するように紙やすりで仕上げ、長さが７

ｍｍになるように２本カットします。 

 2 

 

１） 部品３９、４０、４１、４３を各２個、部品４２を４個

用意します。 

 3 

 

１） 部品４２の切欠き部に接着剤を塗布します。 

 4 

 

１） 部品４０の端面突起部を部品４２の切欠き部に

差し込むように接着固定します。 

 5 

 

１） もう一つの部品４２の切欠き部に接着剤を塗布

します。 

４０ 

４２ 

３９ 

４３ 
４１ 



７７ 腕部の組立（８） 

 1 

 

１） 部品４２を取り付けた部品４０のもう一つの突起

部にもう一つの部品４２を前項と同様の手順で取

り付けます。 

 2 

 

１） 写真の矢印で示したように、部品４０端面と部品

４２の側面が面一となるようにします。 

 3 

 

１） 写真のようにΦ２ｍｍ長さ７ｍｍの丸棒を部品４

２の丸穴に差し込み、２つの部品４２の隙間に部

品３９を差し込むようにします。 

 4 

 

１） 部品４２に差し込んだ丸棒を２つの部品４２の隙

間に差し込んだ部品３９の丸穴に通し反対側の

部品４２の丸穴にも通します。 

 5 

 

１） 写真のように丸棒と部品４２を接着固定します。

この時部品３９は丸棒に対しスムーズに回転する

ことを確認します。 

 



７８ 腕部の組立（９） 

 1 

 

１） 部品３９の端面切欠き部に接着剤を塗布します。 

 2 

 

１） 接着剤を塗布した部品３９の端面切欠き部に部

品４３の切欠き部を嚙合わせるように接着固定

します。 

 3 

 

１） 部品４３の切欠き部に接着剤を塗布します。 

 4 

 

１） 接着剤を塗布した部品４３の切欠き部に部品４１

の切欠き部を嚙合わせるように接着固定しま

す。 

 5 

 

１） 腕部の完成です。同様の手順でもう一つの腕を

作ります。 



７９ 腕部の組立（１０） 

 1 

 

１） Φ２ｍｍの丸棒を通す穴に対してガタなくスムー

ズに回転するように紙やすりで仕上げ、長さ７ｍｍ

になるように２本カットします。 

 2 

 

１） 完成した腕部と肩部用意します。 

 3 

 

１） 肩部部品４５の丸穴にΦ２ｍｍ長さ７ｍｍの丸棒

を差し込みます。 

 4 

 

１） この時二つの肩部部品４５の隙間に腕部部品４０

を差し込み、部品４５に差し込んだ丸棒を部品３

９の丸穴に通し反対側の部品４０の丸穴にも通し

反対側の部品４５まで貫通させます。 

 5 

 

１） 写真のように丸棒と肩部部品４５を接着固定しま

す。 



８０ 腕部の組立（１１） 

 1 

 

１） 同様にもう一つの腕も作ります。 

 2 

 

１） 完成した腕部を用意します。 

 3 

 

１） 肩部部品４７の突起部に接着剤を塗布します。 

 4 

 

１） 接着剤を塗布した肩部部品４７の突起部を写真

の矢印で示した胸部フレーム上部の切欠き部に

差し込むようにして接着固定します。 

 5 

 

１） 同様に反対側の胸部フレーム上部の切欠き部に

腕部を取り付けます。 



８１ 腕部の組立（１２） 

 1 

 

１） Φ２ｍｍの丸棒を通す穴に対してガタなくスムー

ズに回転するように紙やすりで仕上げ、長さ６ｍ

ｍになるようにカットします。 

 2 

 

１） 部品８１、６８及びｗ６２２を２個用意します。 

 3 

 

１） 部品６８の丸穴内部に接着剤を塗布します。 

 4 

 

１） 接着剤を塗布した丸穴にΦ２ｍｍ長さ６ｍｍの

丸棒を部品６８の裏面と面一となるように差し込

み接着固定します。 

 5 

 

１） 写真の矢印で示す上下カムの長径が真上にむ

くようにセットします。この時箒の上下リンクが押

し上げられ、箒は最下端の状態となります。 

８１ 

６８ 



８２ 腕部の組立（１３） 

 1 

 

１） 前項でカムの位置をセットした時、写真で示すよ

うにクランクピンがフレームセンターの真後ろの

向きとなるようにセットします。この時箒は右から

左に掃く動作の中央の位置になります。 

 2 

 

１） 前項の状態でリンク支点となる丸棒を部品８１の

丸穴に通し、クランクピンを部品８１の長孔に通

すよう部品８１をセットします。 

 3 

 

１） ｗ６２２の丸穴内部に接着剤を塗布し反対側に

接着剤がはみ出ていないことを確認します。 

 

 

１) 写真の矢印で示すリンクの支点となる丸棒に接

着剤を塗布したｗ６２２を差し込むようにして接着

固定します。 

 5 

 

１） 部品６９とクランク６８を接着固定します。 



８３ 腕部の組立（１４） 

 1 

 

１） 矢印で示したようにクランクピンにｗ６２２を差し

込みます。 

 2 

 

１） 写真のようにｗ６２２をクランクピンと接着固定し

ます。 

 3 

 

１） Φ３ｍｍの丸棒を通す穴に対してガタなくスムー

ズに回転するように紙やすりで仕上げ、長さ１２ｍ

ｍになるようにカットします。 

 

 4 

 

１） ｗ８３２を用意します。 

 5 

 

１） Φｍｍ長さ１２ｍｍの丸棒の先端に接着剤を塗

布し、箒上下リンク先端に取り付けた部品３２の

丸穴に差し込んで接着固定します。 

ｗ８３２ 



８４ 腕部の組立（１５） 

 1 

 

１） この時丸棒は部品３２の裏面から飛び出さないよ

うに差し込みます。 

 2 

 

１） 取り付けた丸棒に写真のように腕部先端のＣ型

のハンドを差し込みます。 

 3 

 

１） ｗ８３２の丸穴内部に接着剤を塗布します。 

 4 

 

１） 腕部Ｃ型のハンドを差し込まれた丸棒の先端に

接着剤を塗布したｗ８３２を接着固定します。 

 5 

 

１） 腕部は清掃動作に伴い偽装動作を行います。 

 



８５ 頭部の組立（１） 

 1 

 

１） Φ２ｍｍの丸棒を通す穴に対してガタなくスム

ーズに回転するように紙やすりで仕上げ、長さ

が２０ｍｍになるように２本カットします。 

 2 

 

１） 部品６０、６１、６２、７２を各１個、部品７５を４個

部品５９を８個用意します。 

 3 

 

１） 部品５９の丸穴に２本のΦ２ｍｍ長さ２０ｍｍの

丸棒を差し込みます。 

 4 

 

１） 丸棒を差し込んだ部品５９を 8 枚重ねます。 

 5 

 

１） 部品６０の二つの丸穴内部に接着剤を塗布しま

す。 

 

 

６０ 

６１ 

６２ ７２ 

７５ 
５９ 



８６ 頭部の組立（２） 

 1 

 

１） ８個の部品を通した丸棒の先端を接着剤を塗布

した部品６０の丸穴に差し込み接着固定します。 

 2 

 

１） 丸棒の先端は写真のように部品６０の側面と面

一になるようにします。 

 3 

 

１） 同様な手順で反対側の部品６１を接着固定しま

す。 

4 

 

１) 部品６０、６１の切欠き部及び部品５９の端面に

接着剤を塗布します。 

 5 

 

１） 接着剤を塗布した面に部品６２をはめ込むように

接着固定します。。 



８７ 頭部の組立（３） 

 1 

 

１） 木偶弐の顔となります。 

 2 

 

１） 部品６０、６１下面の切欠き部に接着剤を塗布し

ます。 

 3 

 

１） 接着剤を塗布した部品６０、６１下面の切欠き部

に部品７２の両端の切欠き部をはめ込むようにし

て接着固定します。 

 4 

 

１） 部品７５の側面に接着剤を塗布し外形を合わせ

るように接着固定します。これを２個製作します。 

 5 

 

１） 部品７５を２個貼り合わせたものを部品６０側面

にケガキされた円に合わせて接着固定します。

同様に反対側の部品６１にも取り付けます。 



８８ 頭部の組立（４） 

 1 

 

１） Φ３ｍｍの丸棒を通す穴に対してガタなくスムー

ズに回転するように紙やすりで仕上げ、長さが１５ｍ

ｍになるようにカットします。 

 2 

 

１） 部品５７、ｗ６３２を各１個、部品９２を４個用意し

ます。 

 3 

 

１） 部品９２の丸穴にΦ３ｍｍ長さ１５ｍｍの丸棒を

差し込み反対側に２ｍｍ程度飛び出させます。 

 4 

 

１） 飛び出した丸棒の根本付近に接着剤を塗布しま

す。 

 5 

 

１） 組み立てた頭部裏面の部品７２の丸穴に接着

剤を塗布した丸棒を差し込みます。 

９２ 

５７ 
ｗ６３２ 



８９ 頭部の組立（５） 

 1 

 

１） 写真のように頭部下部に丸棒を接着固定しま

す。 

 2 

 

１） 頭部下部に取り付けた丸棒に部品９２を差し込

みます。 

 3 

 

１） 同様にして合計３個の部品９２を写真のように差

し込みます。 

 4 

 

１） 前項で作った頭部下部の丸棒を部品５７の丸穴

に差し込みます。 

 5 

 

１） 部品５７の裏面に丸棒が飛び出すように差し込

みます。 



９０ 頭部の組立（６） 

 1 

 

１） ｗ６３２の丸穴内部に接着剤を塗布します。この

時裏面側に接着剤がはみ出ていないことを確認

します。 

 2 

 

１） 部品５７の裏側に飛び出した丸棒にｗ６３２の接

着剤が付いていないことを確認した側から差し込

み接着固定します。 

 3 

 

１） この時頭部は回転するようになりますが、必要な

い場合は接着固定してください。。 

 4 

 

１） 部品５８を用意します。 

 5 

 

１） 写真の矢印で示した胸部フレーム上部後方の切

欠き部２カ所に接着剤を塗布します。 

５８ 



９１ 頭部の組立（７） 

 1 

 

１） 部品５８の切欠き部を胸部フレームに合わせるよ

うに部品５８を胸部フレームに接着固定します。 

 2 

 

１） この時写真の矢印で示した胸部フレームの頂点

と部品５８の端面を合わせるように接着固定しま

す。 

 3 

 

１） 写真の矢印で示した胸部フレーム前部の２カ所

と部品５８の端面に接着剤を塗布します。 

 4 

 

１） 接着剤を塗布した胸部フレーム前部及び部品５

８の端面に頭部を取り付けた部品５７を接着固定

します。 

 5 

 

１） この時部品５８と部品５７の幅方向を合わせ、写

真の矢印で示したように部品５７の端面を部品５

８の側面が面一となるようにします。 



９２ 頭部の組立（８） 

 1 

 

１） Φ３ｍｍの丸棒を通す穴に対してガタなくスムー

ズに回転するように紙やすりで仕上げ、長さが１５

ｍｍになるようにカットします。 

 2 

 

１） ｗ８３２、部品８９を用意します。 

 3 

 

１） 部品８９の丸穴内部に接着剤を塗布します。 

 4 

 

１） 接着剤を塗布した部品８９の丸穴にΦ３ｍｍ長さ

１５ｍｍの丸棒を差し込み接着固定します。 

 5 

 

１） 写真のように丸棒と部品８９の裏面が面一になる

ように差し込みます。 

ｗ８３２ ８９ 



９３ 頭部の組立（９） 

 1 

 

１） 部品８９の切欠き部に接着剤を塗布します。 

 2 

 

１） 接着剤を塗布した部品８９の切欠き部に本体に

取り付けてある揺動リンク８１の写真矢印で示す

突起部を差し込むように接着固定します。 

 3 

 

１） 揺動リンク８１に取り付けた丸棒を写真のように右

腕のハンド部に差し込みます。 

 4 

 

１） ｗ８３２の丸穴内部に接着剤を塗布します。 

 5 

 

１） 接着剤を塗布したｗ８３２に揺動リンク８１に取り付

けた丸棒を写真のように差し込みます。この時揺

動リンクの動きにつれ右腕が偽装動作を行いま

す。 

 



９４ 塵取の組立（１） 

 1 

 

１） 部品８３、８４を各１個、部品８２、８５、８８を各

２個用意します。 

 2 

 

１） 部品８３端部の切り欠き部に接着剤を塗布しま

す。 

 3 

 

１） 接着剤を塗布した部品８３端部の切り欠き部に

部品８５端部の突起部を差し込むように接着固

定します。 

 4 

 

１） 部品８３と部品８５は直角となるように取り付けま

す。この時写真の矢印で示したように切欠きが

下向きとなるようにします。 

 5 

 

１） 部品８４端部の切り欠き部に接着剤を塗布しま

す。 

８５ 

８３ ８４ 

８２ 

８８ 



９５ 塵取の組立（２） 

 1 

 

１） 接着剤を塗布した部品８４端部の切り欠き部に

部品８３に取り付けた部品８５の突起部を差し込

み接着固定します。 

 2 

 

１） 部品８４と部品８５は直角となるように取り付け写

真の矢印で示した切欠きの方向を合わせます。 

 3 

 

１） 写真の矢印で示した部品８３と部品８４の切欠き

部に接着剤を塗布します。 

 4 

 

１） 接着剤を塗布した部品８３と部品８４の切欠き部

にもう一つの部品８５両端の突起部を差し込み接

着固定します。 

 5 

 

１） 写真のように各部品が直角になるように組み立

てます。 



９６ 塵取の組立（３） 

 1 

 

１） 組上がった部品を平坦な場所に置き歪み等を

矯正します。 

 2 

 

１） 部品８２の突起部に接着剤を塗布します。 

 3 

 

１） 接着剤を塗布した部品８２の突起部を部品８８

の角穴部に差し込むように接着固定します。 

 4 

 

１） 写真のように取り付けます。 

 5 

 

１） 部品８８w0 取付けた部品８２のもう一つの突起

部に接着剤を塗布します。 



９７ 塵取の組立（４） 

 1 

 

１） 接着剤を塗布した部品８２の突起部をもう一つの

部品８８の角穴部に差し込むように接着固定しま

す。 

 2 

 

１） 部品８２に取り付けた二つの部品８８の切欠き部

に接着剤を塗布します。 

 3 

 

１） 接着剤を塗布した部品８８の切欠き部にもう一つ

の部品８２の突起部に差し込むように接着固定し

ます。 

 4 

 

１） 写真のように組み立てます。 

 5 

 

１） 二つの部品８８の突起部に接着剤を塗布しま

す。 



９８ 塵取の組立（５） 

 1 

 

１） 二つの部品８８の突起部を部品８３の切欠き部と

各穴に差し込むように接着固定します。 

 2 

 

１） 写真のように組み立てます。 

 3 

 

１） カラーケント紙の塵取りを切り取ります。 

 4 

 

１） ミシン目に沿って写真のように内側に折り曲げま

す。 

 5 

 

１） コーナー部ののりしろに接着剤（木工用ボンド）を

塗布し側面と接着固定します。 



９９ 塵取の組立（６） 

 1 

 

１） もう一つのコーナー部も同様に接着し、写真のよ

うに三方のふちを立ち上げます。 

 

 2 

 

１） 塵取りフレームの写真矢印で示す面に接着剤を

塗布します。 

 3 

 

１） 接着剤を塗布した塵取りフレームの間にカラーケ

ント紙の塵取り部を落とし込むように接着固定しま

す。 

 4 

 

１） この時カラーケント紙の塵取り部を矢印で示す方

向に寄せてフレームのふちに当て接着固定しま

す。 

 5 

 

１） カラーケント紙の箒部分を切り出します。この時

写真の矢印で示した箒上部の部分はミシン目に

沿って切り取ります。 



１００ 塵取の組立（７） 

 1 

 

１） カラーケント紙の箒取り付け部を写真のようにミ

シン目に沿って対象になるように折り曲げます。 

 2 

 

１） 箒取り付け部の折り曲げた部分と反対方向の面

に接着剤を塗布します。 

 3 

 

１） 箒取り付け部を箒上部の外形に合わせて接着

固定します。 

 4 

 

１） もう一つの箒取り付け部にも動揺に接着剤を塗

布します。 

 5 

 

１） もう一つの箒取り付け部を裏面側の箒上部に外

形を合わせて接着固定します。 



１０１ 塵取の組立（８） 

 1 

 

１） 写真のように貼り合わせた箒上部は折り返した部

分がそれぞれ外側に開いた状態となります。 

 2 

 

１） Φ２ｍｍの丸棒を通す穴に対してガタなくスムー

ズに回転するように紙やすりで仕上げ、長さが１２

ｍｍになるようにカットします。 

 3 

 

１） Φ２ｍｍの丸棒を通す穴に対してガタなくスムー

ズに回転するように紙やすりで仕上げ、長さが７５

ｍｍになるようにカットします。 

 4 

 

１） ゴムチューブを１５ｍｍにカットします。 

 5 

 

１） ゴムチューブを用意します。 



１０２ 塵取の組立（９） 

 1 

 

１） Φ２ｍｍ長さ１２ｍｍの丸棒を ゴムチューブに５

ｍｍほど差し込み写真のように残りの部分が約

7mm となるようにします。 

 2 

 

１） 写真のように箒の上下リンク先端に取り付けた２

軸の自在取り付け部下部の丸穴に２mmほど差し

込み接着固定します。 

 3 

 

1) 腹合わせた箒部上部折り返しの内側に接着剤を

塗布します。 

 4 

 

１） 接着剤を塗布した箒部上部折り返し部にΦ２ｍ

ｍ長さ７５ｍｍの丸棒を突き当たるまで差し込み

ます。 

 5 

 

１） 箒部上部折り返し部を押さえて丸棒と接着固定

します。 



１０３ 塵取の組立（１０） 

 1 

 

１） 箒の完成です。 

 2 

 

１） 写真のように箒の丸棒部分を部品８１の丸穴を通

しゴムチューブに５ｍｍ程差し込みます。 

 3 

 

１） この時写真の方向に箒をセットします。また箒の

長さはゴムチューブへの差し込み寸法で調整しま

す。 

 4 

 

１） ボディフレームに塵取りのフレームを写真のように

ひっかけるようにして塵取りを取り付けます。 

 5 

 

１） 電動木偶弐（ＤＥＫＵ ＴＷＯ）の完成です。 



１０４ 操舵カムの交換（１） 

 1 

 

１） 写真の矢印で示す部品２０にカムをセットしま

す。この時カム押え及びＯリングは左に寄せてお

きます。 

 2 

 

１） 写真の矢印で示す操舵カムの切欠き部を通し

てカムをセットします。 

 3 

 

１） カム軸を写真のように操舵カムの切欠き部を通

し、写真の矢印で示す方向にカムを移動しま

す。 

 4 

 

１） 部品２０面取り部とカムの回り止め部を合わせる

ようにしてカムを部品２０にセットします。 

 5 

 

１） 写真の矢印で示すカム押えを右にスライドして

カムを押さえます。 



１０５ 操舵カムの交換（２） 

 1 

 

１） 写真の矢印で示すワッシャーとＯリングを右にス

ライドしてカム押えを固定します。 

２） カムを取り外すときはこれと逆の手順で行いま

す。 

 2  

 

 3  

 

 4 

 

 

 5  

 

 




